
資料２-１ 

第６号様式  

事 業 実 施 報 告 書 

事業名   川口地域ふるさと創生基金事業 

事 業 の 

内  容 

【目的】 

  ＡＲコンテンツを通じて、川口の名所、風景、歴史、食を知り、観光集客につなげること

で、多世代交流を促進し地域の絆を深めるとともに、賑わいを創出し、地域活性化を図

る。 

 

【内容】 

〇ＡＲコンテンツ、マーカーの製作、先行体験の実施 

 ＡＲコンテンツ及びマーカーデザインを実行委員会で検討し、完成後ＡＲ先行体験実施

を行った。 

【製作 AR コンテンツ】 

 ①史 跡 ・ 歴 史・・・川口地域内の由緒ある神社等を紹介 

 ②地 震 ・ 災 害・・・川口地域内で発生した震災・災害を紹介 

 ③絶 景 ポ イ ン ト・・・地域内に点在する絶景ビューポイントの紹介 

 ④水辺プラザ関係・・・魚のつかみ取りといった水辺プラザ活性ＰＲ 

 ⑤食 関 係・・・川口の旨品の紹介 

 ⑥か わ ぐ っ ち・・・川口地域のゆるキャラの紹介 

 ⑦荒 屋 遺 跡・・・国史跡指定、1 万 3 千年前の後期旧石器時代の遺跡紹介 

 ⑧錦 鯉・・・日本農業遺産、市・県の魚である錦鯉のルーツを辿る 

 ⑨広 報・・・AR の紹介を定期掲載、更新し認知度向上 

○ＡＲイラストマップ、PR 動画製作 

 イラストマップを製作し、地域内の施設（店舗）に設置することで、ＡR を通じた観光集客

を行った。 

川口観光協会の協力を得て、ＹｏｕＴｕｂｅにスタンプラリー動画を掲載し、参加者に詳し

い情報の提供が行えた。 

〇ＡＲスタンプラリーの実施（令和 4 年 2 月 12 日（土）〜3 月 6 日（日） 参加者 95 名） 

えちごかわぐち雪洞火ぼたる祭と同時開催し、ＡＲコンテンツ（マーカー）を 4 種作成し

たスタンプラリーを開催した結果、95 名のＡＲアプリ登録参加のうち、45 名がコンプリー

トした。 

○実行委員会の開催（計５回） 

事業の実

施 に よ る

効果 

○えちごかわぐち雪洞火ぼたる祭と同時開催したことで、ＡR の認知度向上とコロナ禍で

ありながらも、地域内外からの参加応募があり、観光集客に繋げた。 

○参加者より、子どもと一緒になって楽しめた。新しい企画で楽しかったなどと好評の

意見をいただいた。 

○ＡR を使った新しい情報発信を取り入れたことにより、地域の賑わいを創出すると

ともに地域活性が見込まれる。 



今 後 の 

課 題 

○コンテンツの視聴履歴を定期的に検証しながら、AR コンテンツ更新や新たな川口の魅

力となるコンテンツをを模索する。 

○ＡＲ事業を継続していくための、事業引継先の選定や協賛等の応援協力が必要であ

る。 

 （注） 記入内容が多くなる場合は、適宜ページを増やしてください。 



資料２-２ 

第７号様式 

事 業 の 収 支 決 算 書 

 収入の部                                                   （単位：円） 

項  目 予算額 決算額 増減 内      訳 

地域の宝磨き上げ事業補

助金(E) 
1,090,000 945,408 ▲144,592  

自己 

資金 

  

  

特定 

財源 

預金利子 0 2 2  

  

 小   計(D) 0 2 2  

その 

他 

  

  

     合   計 1,090,000 945,410 ▲144,590  

  

支出の部                                                   （単位：円） 

項  目 予算額 決算額 増減 内      訳 

補助対

象経費 

1 報償費 30,000 20,000 ▲10,000 AR コンテンツ製作等謝金  20,000 円

２ 需用費 363,000 273,790 ▲89,210

AR コンテンツ製作消耗品  9,584 円

広告チラシ印刷        24,200 円

AR スタンプラリー景品等 138,080 円

紙・インク・その他消耗品 101,926 円

３ 役務費 15,000 30,120 15,120

振込手数料            880 円

クリーニング代         18,480 円

景品送料            10,760 円

４ 委託料 682,000 621,500 ▲60,500

AR コンテンツ等情報管理業務 

522,500 円

AR イラストマップ・PR 動画製作業務 

99,000 円

 小  計(C) 1,090,000 945,410 ▲144,590  

補助対

象外経

費 

  

  

 小  計(B)  

合  計(A) 1,090,000 945,410 ▲144,590  

 



資料２－３ 
第３号様式 

事  業  計  画  書 

事 業 名 長岡市川口地域ふるさと創生基金事業 

事 業 実 施 の 目 的 

 ＡＲコンテンツを通じて、川口地域の名所、風景、歴史のほ

かローカルフードといったコンテンツも交えたスタンプラリ

ーを定期開催し観光集客と地域の活性を図る。 

また、当該ＡＲコンテンツは継承団体へ引き継ぐことで、持

続可能な地域の情報発信の実現が可能。 

事 業 内 容 

〇ＡＲコンテンツ製作・更新、マーカーの製作・更新 

・コンテンツの運用・更新（令和３年度製作コンテンツ継続）

〇ＡＲコンテンツによるスタンプラリーの実施 

・ＡＲスタンプラリーの開催（年３回） 

○ＡＲコンテンツ継承 

・管理団体への引継 

事 業 実 施 ま で の 

ス ケ ジ ュ ー ル 

令和４年４月 実行委員会開催 

   ５月 ＡＲコンテンツ運用・検証開始 

   ７月 ＡＲスタンプラリー開催（１回目） 

   10月 ＡＲスタンプラリー開催（２回目） 

12月 ＡＲスタンプラリー開催（２回目） 

令和５年２月 ＡＲコンテンツの検証・継承 
 

（通年）  実行委員会 

子どもたちへの継承及

びプロモーション効果 

○ＡＲ事業を通じて多世代交流や川口地域内外との交流を図

ることにより、地域に対してさらなる誇りと愛着心の醸成が

見込まれる。 

○新たなＩＴ技術のデジタルコンテンツの取得により、情報発

信の幅が広がり、川口地域を見つめなおすきっかけとなり、

地域の良さを再発見することが可能となる。 

※ 事業の内容は、詳細に記載してください。（別紙も可） 

 



資料２－４ 
第４号様式   

 事 業 の 収 支 予 算 書 
 収入の部                                             （単位：円） 

項  目 予算額 内      訳 

地域の宝磨き上げ事業補助金

（E） 655,000  

自 己

資 金 

  

  

特定

財源 

  

  

小  計（D）  

そ の

他 
  

合     計 655,000  

 

 支出の部                                             （単位：円） 

項  目 予算額 内      訳 

補

助

対

象

経

費 

１ 報償費 10,000
素材提供謝金                      10,000 円 

（5,000 円×2 人） 

２ 需用費 143,300

印刷製本費                        35,000 円 

（Ａ１ポスター100 枚、Ａ４チラシ 3,500 枚） 

スタンプラリー景品                  90,000 円 

(川口地域特産品等） 

紙・インク・その他消耗品             13,300 円 

コロナ感染症対策用品                5,000 円 

３ 役務費 10,000
振込手数料                     5,000 円 

イベント保険料                   5,000 円 

４ 委託料 491,700

AR コンテンツ基本継続契約料        333,000 円 

（9 コンテンツ/1 年間） 

AR スタンプラリー基本契約料         90,000 円 

（3 回/1 か月 10 マーカー（20MB、30 秒以内 1 本） 

AR コンテンツ移行料               24,000 円 

（R5 引継管理費用） 

消費税相当額 （10％）             44,700 円 

  

小  計（C） 655,000  

補

助

対

象

外

経

費 

  

  

  

  

  

小  計（B） 0  

合   計（A） 655,000  

 

※ 項目欄が不足する場合は、同類の項目をまとめて記入し、細目は別紙に記載してご提出ください。 



〇令和4年度の活動計画（仮）

・メンバー顔合わせ ・コンテンツ稼働状況 ・令和5年度の活動概要

・全体の予定 ・来年度の引継ぎ組織について中間報告 ・引継ぎ先の発表

・コンテンツ稼働状況、夏のSラリーについて

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

　

令和4年度

スタンプラリーはスポット契約

（8月の1ヶ月、10月の1ヶ月、12月の1ヶ月）

2022年 2023年

令和3年度 令和4年度

3月 4月 5月 6月 7月 8月

コンテンツ設置
（～GW入りまで）

コンテンツ運用・検証（契約期間：2023年4月まで）

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

会議 会議

新メンバー決定

会議

2023年 2024年

引継ぎ作業

スタンプラリー
7月中旬～8月中旬

賞品
発送

スタンプラリー
10月

賞品
発送

スタンプラリー
12月上旬～1月上旬

賞品
発送

コンテンツ広告・SNS発信（随時）

Sラリー
広告・
発信

Sラリー
広告・
発信

Sラリー
広告・
発信

令和5年度 引継ぎ先及び運用方法についての検討（12月末日まで）

資料２－５

AR 5ヶ月契約
（2021年11月～2022年3月）

AR 13ヶ月契約
（2022年4月～2023年4月）

R5年度以降、ARコンテンツを
　スタンプラリーに集約・

　スポット契約で一本化（案）

スタンプラリー
5か月契約

（R3年11月～R3年度末）

令和3年度 令和4年度 令和5年度

2021年 2022年


















